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を切り離す.切り離 した巣は,静かに抜き取り,

蓋付きのポリバケツに入れ持ちかえる.このミ

ツドゥには巣が7枚できていたが,そのうちの

4枚を切り取り後は残 した.切り取りが終了す

ると, ミツドゥ内にこぼれた蜜や巣の破片もき

れいに取り出す. ミツドゥをもとの場所にもど

し,立てかけて置いたコモを巣穴に近づけ,辛

でそっとハチを中からすくいだし巣穴のそばに

おいてやる.これを2,3回繰り返すと,コモの

中の-チもどんどん ミツドゥに移り始める.こ

うなれば放っておいても自然にハチ群は移動す

る.これが終われば,次に巣から蜜を採り出す

作業となる.

山野においたミツドゥから採蜜する際に,揺

った巣房は自宅などに持ちかえり,巣房から蜜

をたらす.これには,日光にあてて自然に蜜を

たらすという方法をとる.火にかけて煮たりす

ると質がおちてしまうからだという.

高橋氏は,夫人の営む茶店で蜜をしぼる作業

を行った.それは夏場,こちらにいる方が多い

ことによっている.まず,3升ほどのナベにザ

ルを乗せ,さらにその上に嬉し布替わりにガー

ゼを置き,その上に2-3cmほどに巣をちぎっ

て入れていく.その際,卵やコ (幼虫)がいる

部分は,味が落ちるということで切り取って蜜

と混ざらぬようにする.ちぎり終えれば,ガー

ゼをしぼってある程度蜜をたらし,その後はナ

ベをビニールで包んで陽のあたる場所に2,3

日下げておく.ナベをビニールで包むのは,ハ

チが蜜をなめによってくるのを防ぐため,また

熱効率を高めるためと説明している.

Ⅲ.伝統的養蜂から近代的養蜂へ

1. 可動枠式巣箱での飼養

ところで,高橋氏の養蜂において興味深い点

は,伝統的なミツドゥでの使用と合わせ,｢ヨウ

ミツのハコ(可動枠式巣箱)｣によってニホンミ

ツバチを飼養していることである.その数をみ

ると'94年 7月現在 2個,'95年 7月現在 4

個,さらに'96年3月現在 10個に増えていた.

10個に増えた理由は,マル ドゥのハチ群を採

蜜後にこれに入れ替えたことによっている.

伝統的養蜂を継承している地域において,ニ

ホンミツバチを可動枠式巣箱で飼養することは

きわめて稀であり,可動枠式巣箱での飼養の困

難さを多くの人々がロにする.もちろん試験 ･

研究を含め広くみれば可動枠式巣箱によるニホ

ンミツバチの飼養例がないわけではないが,こ

こでは高橋氏の可動枠式巣箱の使用が伝統的養

蜂からの延長上にある一つの変化だという点で

注目しておきたい.

2.所有群の維持 ･拡大,採蜜

可動枠式巣箱の使用は, ミツドゥのように山

野に置いて ｢ハチをひろう｣のには適さないと

いい,いうなれば人的関与が高い所有群の飼養

に関連し用いられている点である.それを整理

してみると,一つは ｢セイキのない｣ハチ群を

維持することを目的としたもの,もう一つは所

有群の拡大を目的としたもので,そこではおお

よそ3つの方法が馬区使される.

まず越冬後 3月中旬から4月上旬,スムシの

害とは別に群にセイキ (勢い)がなく,ハタラ

キバチが黒くなり日に日に-チが弱っていく場

合がある.高橋氏は, この原因を女王蜂の逃

亡 ･死亡 ･高齢化など,何 らかの事故が発生し

たと考えている.

こうしたハチ群を維持するため,高橋氏は分

蜂期に先立ち, ミツドゥの可動枠式巣箱にハチ

群を移す.分蜂期,他の所有群より古い王台を

探 し,その巣の一部を切り取って先の巣箱の巣

枠に糸などでB]定する.その王台には購入した

ローヤルゼリーを2サジほどを入れ,そこに勢

いのある-チ群の卵字化後 3-5日はど経っハタ

ラキバチの幼虫 (少し曲がった状態になったも

の)をピンセットで静かに取り出して移すので

ある. その後 16-17日くらいで女王蜂が貯化

し,-チ群が維持できる.

さて,もう一つの方法は,分蜂期,やはり勢

いのある所有群から王台ができている分蜂間近

な巣を 1房切り取り,巣枠にB]定して巣箱内に

入れておくというものである.この際,先端が

茶色になったような王台を選ぶという.こうし
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図 10 可動枠式巣箱で飼育されるニホンミツバチ(左)と採蜜(右)

た王台は3-4日ほどで女王蜂が羽化する.

次に,所有群の拡大に関 して行われるもの

で,所有群から分蜂するハチ群の逃去を回避す

るため,あるいは捕獲 した後に逃亡されること

を回避するため,より確実な方法として,分蜂

前に王台のある巣を切り取り,それを可動枠式

巣箱の枠にくくりつけ,-タラキバチを適当に

捕って巣箱にいっしょに移す,もとの巣箱に近

いともどってしまうため,氏は3kmはど離れる

茶店までこれを移動 してしまう.こうして高橋

氏は,可動枠式巣箱を用いての所有群の維持と

拡大を行っている.

'95年 7月に実施 した現地調査においては,

可動枠式巣箱における採蜜作業をみることがで

きた (図 10).作業は,ミツドゥより容易で,上

蓋をはずし,10枚の枠のうち4枚を枠のまま

取り外 しすだけものだった.後は通常と同じに

巣を枠からはずして細かくして蜜を日光でたら

すのである.また,高橋氏は,マルドゥに比べ

貯蜜量も多いといっていた.

まとめ

四国石鎚山系にある美川村で継承されてきた

ニホンミツバチの伝統的養蜂を高橋俊春という

一人の養蜂者を通してみてきた.この地域での

伝統的養蜂の特色は,通年でハチを飼養 し,

年々所有群を維持 ･拡大するところにあった.

そして,それを可能にするために-チ群の獲

得 ･収容に関するいくつかの技術を有し,また

採蜜にハチ群を死滅させず蜜を採る技術が行わ

れていた.

なぜ,自らの-チ群を維持 しなければならな

いのか,養蜂者が一様に｢ザツボクがなくなり,

野生の-チ群がほとんどない｣という ｢危機意

識を口にするように,そこにはスギやヒノキと

いった針葉樹の植林にともなう周囲の自然の変

化があった.このことが所有群から分蜂する-

チ群の収容にウェ-トをおく形態を生み,さら

に維持 ･拡大を確実にするための技術を高める

という,より人為的な働きかけが強い養蜂へつ

ながっているように思える.

高橋氏の可動式巣箱の利用も,明らかにこう

した流れの延長上にあるといえるし,また高橋

氏の養蜂の活動パターンから,荏田のいうⅠ型

からⅢ型までの三つの形態を抽出できることも

興味深い.つまり高橋氏の養蜂を通してニホン

ミツバチの養蜂におけるⅠ型からⅢ型へのセ

ミ･ドメスティケーションの一つのモデルを ト

レースすることが可能なのである.

さて,こうしたことと関連して,もう一点ま

とめとしてあげておく.これまでにみてきた作

業の多くは,主として養蜂者個々に展開する養

蜂技術なり知識の具体相であった.これを複数

の養蜂者の活動している地域の実態に即してみ

よう.複数の養蜂者が,ハチの好みそうな場所

にくまなくミツドゥを仕掛ける.そのことは,

もはやハチ群が自然環境で営巣するための樹木

類が皆無に等しい居住地周辺において,一見野

生の習性のままに逃去したかのようにみえる所

有群から分蜂群であっても,結果的にヒトが仕
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掛かけたミツドゥのどれかを選択せざる得ない

状況におかれているのである.分蜂群の行動

は,こういった適所に置かれたミツドゥを範囲

として規制され,いわば半野生,広い意味でヒ

トの管理下にあることになる.時折,野生の-

チ群の移入があるにせよ,当該地域の養蜂は,

こうした ｢見えない囲いの中｣での循環構造を

基本として成立 しているのである.

以上,こうしてみてくると,｢ミツを飼う｣そ

れ自体に重要な価値を兄いだすニホンミツバチ

の伝統的養蜂であるが,地域ごとに継承されて

きた技術や知識の束を明らかにすることによっ

て,単にマイナー･サブシステンスとしての特

質のみではなく,｢家畜化｣の過程を検討する上

での多くの可能性を示唆してくれるのである.

(〒965 会津若松市城東町 ト25 福島県立博物館)
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Tohaveananswerwhypeoplearekeento

keepnativehoneybees,Apiscerlanajaz)onica,the

researchhasbeendoneconsistentlyinstyleto

tracelifeandtechniqueofatraditionalbee-

keeperinthespecificreg10n.

ElevenbeekeepersareinMikawavillagein

lshizuchirim regionandmoreare"potential"

beekeeperswhohaveemptyhivestowaitfor

beestokeepthetradition.Numberofbeekeep-

ersmightreachatleast1foreachcommunity

consistingof100to200households.

Traditionalhivesareoriginallylogsbutre-

centlybeekeepersuseboxhivesbecauseofless

availabilityofnaturallog. Totrapbeecoレ

onies,Oldlogswhichbeesoccupiedformerly

are betterthan new hives and peopledis-

tinguishablycallnewandoldhiveswithdiffer-
entnames.

Swarmingseasoninthisareaisfrom mid-

Apriltolate-May,peoplesettheirhivesoncliff

insideforesttotrapferalcolonies. Theen-

tranceoftheswarm trapisrecommendedto

facetomornlngSun.

Beekeeping in Mikawa ischaracteristically

unlquebecausebeekeepersmanagetheircol-

onieswholeyearinstead ofkilling them in

autumnforhoneycollection(cf.thefirstartト

cle),furthermore,they can multiply colonies

duringswarmingseasonbymeansofcapturlng

swarm issuedfrom theirhives.Forestimating

thedateofswarming,beekeepersobservedevel-

opmentofqueencellseveninsidealoghive.

Honey harvestseason isfora month in

summerseasonfrom mid-Julytomid-August,

becausetherearesomeadvantagestocollect

honeyinthisseason.First,beescollectenough

honeyforthemselvestowinterafterthehar-

vest. Second,hightemperaturemakehoney

filteringeasy.Andbeesaregentleunderhot
weather.

Whenpeoplecollecthoneyfrom ahive,them

uncoveritandputabigstrawcone,then.tap

thehivetoforcebeestomoveintothecone.

Afteralmostofbeesmovedtheyputhivedown

tocutcombs.Honeycombsareselectedfrom

broodarea,andfilteredwithgauzeundersun-

light.

The targetbeekeeper,Mr.Takahashiuse

movableframehivestokeepthenativebees

withlogs. Usagesoftraditionalandmodern

hivesaredifferent.Logsandothertraditional

hivesareusedtoとrapbeecoloniesandmain-

tainthem untilhoneyharvest,whilemodern

hivesforhealweakcoloniesorforobtainar-

tificialswarms. Combination useofmodern

hivesisveryrarewherepeopledobeekeeplng

intraditionalstyle,anditmightaprocessof

developmentofbeekeeping technique,orin

otherword,ainitiationofsemトdomestication

ofwildbees.


